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中国地方のウスバサイシン節の分布とイズモサイシンとウスバサイシンとの形態比較

柳　浦　正　夫 *・矢　田　貝　繁　明 **・井　上　雅　仁 ***

Distribution of Asarum sect. in the Chugoku region and Comparison between 
Asarum maruyamae and A. sieboldii

Masao Yagiura*, Shigeaki Yatagai** and Masahito Inoue***

Abstract ： In 2007 Asarum sect. Asiasarum in Japan was reclassified into seven species for Yamaji and others. In 
this literature it was described that A. maruyamae was distributed only in Shimane prefecture. But we confirmed 
that this species was distributed in four prefecture in the Chugoku region except Yamaguchi prefecture. In addition 
to this description we reconfirmed the distribution of Asarum sect. Asiasarum and compared two forms of A. 
maruyamae  and A. sieboldii.
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1．は じ め に

イズモサイシンAsarum maruyamae  Yamaji et 
Ter. Nakam. は山路弘樹が 2003 年に採集した島根県
能義郡広瀬町市原（現安来市広瀬町市原）の標本をタ
イプとして 2007 年に山路弘樹と中村輝子によって新
種記載されたものである（Yamaji et al., 2007）．同文
献によれば，島根県のみに産するとされており，日
本のレッドデータ検索システム（NPO法人野生動物
調査協会・NPO法人 Envision 環境保全事務所 , 2007）
によれば，環境省レッドリスト 2020 では情報不足
（DD）となっているように「環境条件の変化によって，
容易に絶滅危惧のカテゴリーに移行し得る属性を有し
ているが，生息状況をはじめとして，カテゴリーを判
定するに足る情報が得られていない種」とされている．
著者の柳浦と井上は，島根県の RDB改訂について
各植物の扱いを検討する中で，情報不足となっている
イズモサイシンの分布を把握する必要があると考え

た．井上はこれまで県内で見かけたウスバサイシン類
が何になるか検討していたが，柳浦はその情報とこれ
まで確認していたウスバサイシン類の再調査，さらに
他からの情報を集め，これまで混同されていた中国地
方のウスバサイシン節の再検討を試みた．

2．調査の経緯と方法

島根県内のウスバサイシン類の情報を収集するとと
もに，その情報と自分で確認していた場所を訪れて個
体の状況を調べた．Yamaji et al.（2007）は東北大学
理学部収蔵（TUS）として能義郡広瀬町（現安来市
広瀬町　タイプ標本）や仁多郡奥出雲町の標本をイズ
モサイシン，雲南市の標本をウスバサイシンとして紹
介しており，これらも参考にした．
現地での調査は 2023 年の春から行った．まず，種

の同定として近縁のウスバサイシンが萼口の開口部が
萼筒の半分以上であるのに対し，イズモサイシンが約
半分程度であること（大橋ほか , 2015）をもとに確認

島根県立三瓶自然館研究報告　Bulletin of the Shimane Nature Museum of Mt. Sanbe（Sahimel）.No. 22，27-34，March 2024

-   27 -  



柳浦　正夫・矢田貝　繁明・井上　雅仁

を始めた．さらに各集団から花の長さと萼筒の直径，
萼口の直径，萼片の長さと幅，萼筒内壁の色と畝の数
などの花の形態も記録した．
鳥取県では矢田貝がすでに西部から中部まで点々と
存在することを調査しており，柳浦も生育地を紹介し
てもらい，また案内も受けた．
また広島県では竹下氏が岡山，鳥取と広島 3県の県
境部での生育を確認・報告していることが分かり（竹
下 , 2021），連絡をとり話を聞いた．話によれば発表
時は 2ヶ所確認していたが，さらに 2ヶ所確認したと
のことであった．またこの地は近くにウスバサイシン
も生育しており矢田貝に案内を受けたところでもあ
る．
さらに岡山県の生育情報については，元倉敷市立自
然史博物館学芸員の狩山俊吾氏より真庭市美甘でウス
バサイシン類があるとの話を聞き，確認するとイズモ
サイシンであった．
このように 4県にイズモサイシンが分布しているこ
とが分かったので，さらに同地域の博物館等でウスバ
サイシン節の標本を確認した．

3．結　　　　　果

（1） 分布
標本確認において，花のないものも多く，この場合
葉からウスバサイシン節と同定できるが，種までは分
からないのでウスバサイシン節とした．また，目撃し
たものや個人標本，また文献で産地が掲載されている

ものも掲載した（表 1）．ただ詳細な場所が分からな
いよう詳しい地名は掲載しないよう配慮した．さらに
その位置を示した地図を示した（図 1）．産地の番号
や記号は表 1で示した整理番号と記号を示している．
産地の情報も他の情報と同じであると考えられるもの
や，文献などの大まかな産地で他の情報で反映できる
ものなどは地図上に記載をしなかった場所もある．

（2） 各県における分布状況について
島根県
三瓶自然館の標本の中で，仁多町上阿井の標本は花

がないのでウスバサイシン節にするしかなかったが，
分布の境界になるのでウスバサイシンかイズモサイシ
ンか知りたいところであった．
文献のうち島根県環境生活部自然保護課（2013）で

はウスバサイシンとしてとして「隠岐（島後），東部
に生息地が点在して，主として夏緑樹林内に見られ
る．」とし，絶滅危惧Ⅰ類の扱いとなっている．これ
もイズモサイシンとウスバサイシンと分けていかなけ
ればならないが，このうち分布のメッシュが島根半島
にあるのか注目される．これは柳浦が故杦村喜則氏か
ら松江市島根町の山地にウスバサイシンが生育してい
ると聞いていたものである．詳しい産地も不明で，標
本も残っていない状況である．
さらに井上は花を確認できていないが西ノ島町でウ

スバサイシン節の生育を確認している．分布的にはウ
スバサイシンと思われるが，確実な同定ができていな
い．

図 1　中国地方のウスバサイシン節の分布
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表 1　中国地方のウスバサイシン節の記録
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また，イズモサイシンの学名の由来になった丸山　
巌であるが，島根県大百科事典編集委員会（1982）の
ウスバサイシンの項目では「奥出雲と隠岐島後に数ヵ
所知られているが，本州，九州に分布し，花形や成分
に変異がある」と記載されている．具体的な変異の違
いが記載されていないのは残念であるが，形態等の違
いはすでに認識していたようである．
また，丸山（1993）では「ウスバサイシン Asiasarum 

Sieboldi  （Miquel） F. Maekawa = （Asarum Sieboldi  
Miquel）とイズモサイシンAsisarum heterotropoides  
（Fr. Schmidt） F. Maekawa subsp. hetrotropoides  var. 
Maruyamae  T. Nakamura とが県下に見られる．」と
あるように，すでに名称や学名も記載されている．し
かし，この学名の記載元については不明で，検討でき
ていない． 

鳥取県
鳥取県立博物館の標本を確認した．ここでもどちら
の種類も見られたがウスバサイシンとなっていた．こ
の中でウスバサイシンとされた大山北部に位置する中
山町の標本があるが，これはウスバサイシン節ではな
く，カンアオイ節のものであった．鳥取県植物誌研究
会（2016）でもどちらもウスバサイシンとなっている
が，大山北部にプロットがある．これは鳥取県立博物
館にある中山町の標本を示したものと推察している．
ただ，イズモサイシンを大山東部の関金町の谷で時岡
昭人氏が採集されたものを矢田貝から柳浦がいただい
ていることもあり，大山北部でも同じような環境があ
るので生育する可能性はある．
レッドデータブックとっとり改訂検討会（2023）で
は，ウスバサイシン節の記載はない．これもウスバサ

イシンとまとめて考え，県内に点々と広く存在するこ
とから掲載されていないわけだが，次回の改訂はそれ
ぞれ分けて評価をされることになる．

岡山県
倉敷市立自然史博物館で確認した岡山県の花のある

標本はすべてイズモサイシンであった．ただ津山市の
花のない標本は分布的にどちらになるか非常に興味あ
るものであった．
岡山県生活環境部自然環境課・財団法人岡山県環境

保全事業団（2003）では，希少種としてウスバサイシ
ンが県北部山地のごく一部の山林内に自生していると
している．岡山県野生動植物調査検討会（2020）は
web 版のレッドデータブックであるが，ウスバサイ
シンとされており，準絶滅危惧として北部の真庭市，
鏡野町，津山市がマークされている．

広島県
宮島自然植物実験所にある広島大学植物標本庫

（HIRO）で確認すると，広島県のものはほぼウスバ
サイシンであった．しかし花のないものもあり，特に
西城町のものは島根県のイズモサイシンの産地に近
く，どちらになるか気になるものであった．広島大学
理学部附属宮島自然植物実験所・比婆科学教育振興会
編（1997）ではウスバサイシンとクロフネサイシンが
記載されており，世羅ほか（2010）ではイズモサイシ
ンは追加されていない．生物多様性広島戦略推進会議
希少生物分科会（2022）では，ウスバサイシン節のう
ち，ウスバサイシンやイズモサイシンは記載されてお
らず，クロフネサイシンだけが，絶滅危惧Ⅰ類として
扱われ，「広島県では 1997 年に初めて生育が確認さ
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れ，県北西部の渓谷沿いの落葉樹林下に生育し，広島
県での生育はここだけである．」とされている．これ
はYamaji et al.（2007）では広島県のKonan-shi（湖
南市？）と誤記されている．
広島県でのイズモサイシンの報告として竹下（2021）
で県北西部でのイズモサイシンの生育が報告されて
いる．報告した竹下氏によると報告後にさらに調査
され同所で 4箇所の生育地を確認されていた．また，
Yamaji et al.（2007）でも Nakamura（1986）の報告
から形態から考えると広島県に分布することが報告さ
れていることになるが，その個体群の出現を立証する
ことができず，絶滅したかもしれないとしている．こ
の資料については検討できなかったが，山路氏に尋ね
たところ，場所は帝釈峡であり，探したが見つからな
かったとのことであった．このことから広島県の北東
部ではさらに産地が見つかる可能性がある．

山口県
岡（1972）と岡ほか（2000）でも，ウスバサイシン
節は掲載されていない．さらに山口県環境生活部自然
環境課（2019）でも同様である．これによってウスバ
サイシン節は確認されていないものと思われる．

（3） 形態比較
中国地方の東部のウスバサイシン節として観察した
イズモサイシンとウスバサイシンの花の形態を比較し
てみた．

萼筒直径に対する萼口の直径の割合
イズモサイシンで平均 43.9％，ウスバサイシンで
71.6％と，それぞれまとまった値となっていた（図 2）．
そのため中国地方で雄蕊が 12 個の場合，この割合で
ほぼ区別できるのではないかと思われる
大橋ほか（2015）の検索表でもイズモサイシンの萼
口は萼筒径のほぼ半分，ウスバサイシンは半分以上に
なるとしているので測定結果を反映した記述になって
いる．

花の長さと直径との関係
花の長さは，花柄と花の境界部分から萼口までの長
さとした．2種で重なりが大きいが，イズモサイシン
は長さと径がほぼ同じだが，ウスバサイシンはサンプ
ル数が少ないがやや径のほうがが大きいものが多いよ
うである（図 3）．
大橋ほか（2015）ではイズモサイシンが球形で萼筒
の径が 10-14mmとなっており，ウスバサイシンの萼
筒は筒形またはは扁球形で径は9.5-15mmとしている．

萼筒の直径と内部の畝の数
萼筒内部の畝の数は萼筒の大きさと関係があるので

はないかと思い，その関係を図にした（図 4）．サン
プル数は少ないがその関係はある程度はあるように
思われた．イズモサイシンは畝の数は 15-21 で，平均
18.38 であった．Yamaji et al.（2007）では 15-17 となっ
ているが，これはサンプル数が少ないために偏りが
あったのではないかと考える．
ウスバサイシンは 18-23 で平均は 20.6 であった，こ

れもYamaji et al.（2007）では 17-26 でこちらは範囲
内になっていた．

図 2　萼筒直径に対する萼口直径の割合

図 4　萼筒の直径と萼筒内畝数

図 3　花の長さと萼筒の直径の関係
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萼片の形態
萼片の形について長さと一番広い部分の幅を求めた

（図 5）．これを見るとウスバサイシンのほうが幅広で
ある．これは萼口が広いことが原因と思われる．形と
して先端が少し内側に曲がることや，つまんだように
外側にゆるく巻き込みのはどちらも見られるが，基部
の横が外側に巻き込んで 5角形に見えるのはイズモサ
イシンだけによく見られた．また，萼片の表面に短毛
が密生するのもイズモサイシンの特徴のように思われ
る．

（4） 生育地の比較
イズモサイシンでは渓谷部の陰湿な岩の 間や岩
棚，または土の斜面など空中湿度が高い場所に生育し
ていた．それに対してウスバサイシンは通常の林床部
や渓谷に近くても土に生えており，岩の 間や岩棚に
は生えてなかった．ただ観察した中で稜線の岩の 間
にはえているところが一箇所あった．このように生育
地に対する好みは異なっていた．

4．まとめと今後の課題

今回，イズモサイシンの確認を中心として中国地方
でのウスバサイシン節の状況を確認した．その中で中
国地方の各標本収蔵施設ではイズモサイシンが認識さ
れておらず，ウスバサイシンとされていた．
イズモサイシンはYamaji et al.（2007）では島根県
のみに生育とされていたが，今回の調査で島根県東部
から鳥取県中部まで，また広島県の北東部の県境部か
ら岡山県北部というある程度広いまとまりを持って生
育していることが分った．
さらにその東西さらに隠岐ではウスバサイシンが生
育しているが，鳥取県東部と中部の境界部や広島県北
東部では生育が接していた．これはさらに調査が進む
と分布域が重なる可能性も高い．また松江市北部や島

根・広島県境部，岡山県北東部の産地などでは生育地
の範囲が不明確な場所がある．
また，イズモサイシンの形態や分布について調査し

ていく中でミクニサイシンとの違いが気になった．ミ
クニサイシンも萼片が反り返らず，萼口が萼筒の半分
以下と同じ形質をもち，群馬，栃木，長野，新潟の県
境部に生育するなど日本海側に分布しているなど共通
している部分がある．
形態的にはYamaji et al. （2007）で萼筒内部の畝の
数はイズモサイシンが 15-17，ミクニサイシンが 17-21
となっているが，今回の調査で 21 まで見られたので
数値が重なり，これでは区別できないようである．問
題はやはり萼筒内面の色であり，イズモサイシンは同
文献で萼筒内部が暗紫色で基部が乳白色であるが，ミ
クニサイシンは萼筒内部で，萼口部は暗紫色，中央部
が乳白色か明紫色，基部近くに暗紫色の帯があり，基
部は白としている．
はっきり内部の構造が出ている写真が見つからな

かったが，ブログの「フィルデン　日本の植物・世
界の植物」（http://takanesumire.blog15.fc2.com/blog-
date-20150610.html（2023.12.9 閲覧））での谷川岳のミ
クニサイシンでは比較的内部の構造が見え，萼筒内壁
は白っぽいが基部に暗紫色の環があるようには見えな
かった．また同様に「野山に自然に咲く花」（https://
www.hanasanpo.org （2023.12.9 閲覧））のホームベー
ジでは内壁は一様にかなり濃い紫色でこれも環がある
ように見えず，形態や色はイズモサイシンと同じよう
に見えた．
さらにイズモサイシンについても萼筒内面は一様に

暗紫から赤紫色であるが，畝の突起の先端部は白っぽ
くなるものもあった．このようにそれぞれ形態にばら
つきがあったので，2種の相違点についてさらに検討
していきたい．
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図 5　萼片の長さと幅との関係
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中国地方のウスバサイシン節の分布とイズモサイシンとウスバサイシンとの形態比較

立博物館以下はそれぞれ清末幸久氏，鐵　慎太朗氏，
坪田博美氏・内田慎治氏にお世話になりましたこと，
合わせてお礼申し上げます．
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写真 1　花上部 左イズモサイシン：島根県雲南市大東町
 右ウスバサイシン：島根県大田市大代町

写真 2　萼筒側面（同写真 1）
 左イズモサイシン　右ウスバサイシン
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柳浦　正夫・矢田貝　繁明・井上　雅仁

写真 3　萼筒内面（同写真 1）
 左イズモサイシン　右ウスバサイシン

写真 5　イズモサイシン：鳥取県日野郡江府町

写真 7　ウスバサイシン：鳥取県鳥取市鹿野町

写真 9　ウスバサイシン：広島県庄原市西条町

写真 4　イズモサイシン：鳥取県日野郡日南町

写真 6　イズモサイシン：鳥取県東伯郡三朝町

写真 8　イズモサイシン：岡山県真庭郡美甘町
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